




人口動態統計等に示されているわが国の母子保健の水準は必ずしも低いものではない。し

かし,小児期の疾病像の変化や他の対人保健領域との関連において検討した場合には,真の

母子保健の水準とは,如何なるものを指すべきかは議論の余地があろう。今後,この点を適

切に追究していくためには,小児をめぐる多くの条件を検討する必要があると思われる。

特に,小児の養育や環境条件に原因が存在すると考えられている心身の健康上の問題点の

解明は,今日の情勢を考えた場合には無視できない点であろう。すなわち,今後の母子保健

の研究領域として,より一層の充実した研究が望まれている課題ということになろう。

この場合の養育や環境条件とは,物理学的・化学的及び生物学的環境条件に加えて,社会的

及び人的環境条件をあげることができ,現在では,これらの条件に原因があって発生する問

題が多く,ますます増加する危倶さえあるという指摘すらある。しかし,これらの条件は,

時代によって変化しており,特に,現代では,その変化の大きさの顕著さには目を見はる状

態にある。その結果として,時代背景に即応した問題点の把握に遅れが生じてしまう危険

性を有している。このような事態が実際に起るならば,小児やその家庭にとって多大な不

幸をまねくことになるとも考えられ,そのような事態の発生を極力防ぐ努力をしなければ

ならない。

その意味では,この問題点の解決にあたっては,広い視野からの研究が必要と考えられ,多

領域の協力下において研究を進め,それぞれの連携のもとに解決の実践を行うことが望ま

れる。この見地に立ち,出生前を含め小児期全般にわたる問題点を把握し,地域・家庭・学

校と小児のあらゆる生活の場における問題解決の追求を行うため,次の 4 点より研究を進

展させることになった。すなわち,

1)先天異常の発生とその予防

2)小児の発育発達やその促進

3)小児の事故発生とその予防

4)小児の健康障害とその予防

その具体的な内容としては,

1)先天異常のモニタリング及び対策に関する研究(分担研究:有馬正高 国立精神神経セン

ター武蔵野病院副院長)

2)小児の発育発達に及ぼす地域・家庭の影響に関する研究(分担研究:高野陽 国立公衆衛

生院母子保健学部長)

3)小児の事故とその予防に関する研究(分担研究:田中哲郎 東京医科大学小児科学教室助

教授)

4)小児の健康と養育条件に関する研究(分担研究:岡宏子 聖心女子大学名誉教授)となって

おり,その各々の研究成果の概要は次のとおりである。


